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Abstract
Welfare Intelligent Mobility Service with AI Interactive Auto-drive personal vehicles developed for elderly or
disabled people who have difficulty moving about tend to stay indoors with the collaboration between government,
industry and academia centered on Kurume Institute of Technology. Using this service, they can easily go outdoors.
These vehicles are called “Partner Mobility” because they can be controlled by voice commands, and contain a system
that enables the vehicle to discuss appropriate destinations with the information based on the health conditions of the
users. This report introduces the field survey of Scandinavian Universal Design for social implementation of the Welfare
Intelligent Mobility Service.




























































































































ペンハーゲン市）と首都圏エリアにある Taastrup 市及び Lyngby Taarbaek 市を訪問した．
3．1 デンマークでのフィールドワーク
⑴ Danske Handicaporganisationer 訪問
住 所：Handicaporganisationernes Hus, BlekingeBoulevard 2, 2630 Taastrup
説明者：Ms.Monica Løland, Politisk konsulentchef と Ms.Sidsel Torp Baumann, Politisk konsulent
訪問日：2020年9月13日
訪問者：大森洋子，東大輔
コペンハーゲンの西15km に位置する Taastrup 市に拠点を置く，政治的にも有力な NPO 組織でユニバーサルデザイ
ンを推進している Danske Handicaporganisationer（DH）を訪問し，デンマークのユニバーサルデザインの状況のイン
タビューと，この団体が入居している House of Disabled People’s Organisation の施設視察を行った．インタビューし
































Fig．1 Danske Handicaporganisationer （DH）が入居している House of Disabled People’s Organisation
⒜ 色分けされた事務所ブロック ⒝ 色分けされたブロックと入居団体を示す案内板
Fig．2 すべての人に分かりやすく工夫されたフロアーレイアウトと意匠
福祉インテリジェントモビリティサービス実装に向けた北欧ユニバーサルデザインの現地調査 ―17―
⑵ 老人ケア施設Plejecenter Bredebo 訪問




コペンハーゲン隣の Lyngby Taarbaek 市にある市立の老人ケア施設 Plejecenter Bredebo の現地調査を実施した．案
内は Plejecenter Bredebo 保健医療ケアセンターのエリアマネージャーの Ms.Tina Bardrum 氏．24時間のケアが必要な
⒜ 前後入出エレベーター ⒝ 誘導ブロック ⒞ 障がい者トイレ ⒟ 明るい吹き抜け
Fig．3 障がい者に配慮した様々な工夫
⒠ 車いす使用者も利用しやすい受付カウンター ⒡ 階数の鋲が打ってある手すりとパンチング加工の腰壁
⒢ 車いすも離合しやすい広い通路 ⒣ 足で操作できるエレベーターボタン
福祉インテリジェントモビリティサービス実装に向けた北欧ユニバーサルデザインの現地調査―18―
⒜ 開放的なデザインの外観
⒝ 住民も参加してイベントができる中庭 ⒞ 段差のない玄関 ⒟ コンサートもできる食堂







































⒜ 段差のない歩道，自転車道，車道 ⒝ 電車内の自転車，車いす置き場 ⒞ 駅へ下りる階段とスロープ
⒜ 自転車用レールのある階段 ⒝ 自転車を載せられるエレベーター ⒞ 歴史的建物にもスロープ
Fig．5 コペンハーゲンのバリアフリーの一例
福祉インテリジェントモビリティサービス実装に向けた北欧ユニバーサルデザインの現地調査―20―








⑴ The Senior Centreat Leppävaara（レッパバーラ高齢者住宅サービスセンター）訪問






















⒜ 近隣シニアが利用するコミュティルーム ⒝ 1階の食堂
Fig．7 レッパバーラ高齢者住宅サービスセンター内部

































Fig．8 Sotera 研究所が入る Aalto（アアルト）大学 Fig．9 E.V.，階段，エスカレータが並ぶカンピ交通センター
Fig．10 聴覚障がい者，肢体不自由者，ベビーカー利用者など様々な人が目的に応じて選べるサービスマップ
ている．吹き抜けのフロアーでは学生達が自由に模型制作作業を行う工房となっており，それをどこからでも眺めるこ
















⒜ 車道，自転車道，歩道，トラムに分けられた道路 ⒝ 歴史的建物の階段に設置されたスロープ
Fig．11 ヘルシンキの公共交通とバリアフリー























⒜ 市役所前の石畳で歩きにくい広場と道路 ⒝ 車も通る旧市街の坂道
Fig．13 Polvoo のバリアフリーの現状
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